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　２月にみやま市の小学校で、

学校給食での窒息による死亡

事故が発生したが、本市の事

故発生時における対策は。

　　学校では、児童生徒の生

命を守ることを第一義に考え、

事故防止に向けた研修を実施

しており、教育委員会では、

学校訪問等を通して危機管理

マニュアルの内容見直し等に

ついての指導・助言を行って

いる。

　　みやま市では、窒息予防

装置の配置を検討しているよ

うだが、本市での検討状況は。

　　2005 年度から 2021 年度の

間に、学校内での死亡事故が

1,614 件、重い障害が残る事故

が7,115件が発生していると聞く。

　　食材の選定、刻み方等の

調理の工夫、教職員への研修

等を現在でも行っている。 研

修では、実際に背中をたたい

たり、腹部を圧迫したり、気

道確保や人工呼吸など、これ

まで救急救命講習等で学んだ

ことを再度実践している。

　機材の購入については、口

の中に入れるということもあ

り、医療的行為とも考えられ

るため、今後、専門家と協議

をしたい。

　　　　ぜひ検討をお願いし

たい。

正内容の動向を注視しながら、

対応していきたい。

　　自治会の現状をどのよう

に認識をしているか。

　　市営住宅入居者の高齢化

や高齢単身世帯の増加等によ

り、以前に比べて自治会役員

の担い手不足や団地内の除草

作業などの自治会活動が滞り

がちであると認識している。

　　それらの課題を解決する

ための今後の方針は。

　　居住サポート住宅に対す

る今後の取組方針は。

　　国から具体的に示される

住宅セーフティネット法の改

　　自治会活動を維持してい

くために必要な人材の育成や

若年単身向け住宅の募集枠を

設けるなどして、自治会活動

の活性化を図っていきたい。

　　介護行政手続きに対する

オンライン化の今後の取組は。

　　介護認定の申請について

は、国が公開しているシステ

ムを利用したオンラインサー

ビスの令和６年４月開始に向

け、準備を進めている。

学校の安全対策について

　　本市の保育料は隣接市よ

り高いと聞くが、国の保育料

の設定と違いがあるのか。

　　国の保育料段階８階層を、

保育料のさらなる軽減を

高齢者等の
円滑な居住確保を

独自に 13 階層に細分化し、負

担軽減も行っている。

　　市長会を通じて、全国公

平な子育て支援を要望しても

らいたいが、市長会の状況は。

　　毎回、子育て支援の議論

が行われ、保育料や医療費等

の負担軽減については、国で

対応するよう要望している。

　　本市の路線バスの利用促

進に向けた取組実績と効果は。

　　小学校低学年へのバス乗

り方教室、子供向け運転士体

験、撮影会や乗車体験の実施

に加え、路線バスで観光スポ

ットを訪れた方に物産品との

交換チケットを配付した。

　また、大蛇山まつりの２日

間に実施した 100 円バスでは、

前月の平均利用者数と比較し

て約 1.9 倍の利用となった。

　　　　公共交通のファン獲

得に向け、子供の無料乗車や

市民と共にクリスマスラッピ

ングを装飾する企画などを検

討し、さらなる利用へのアピ

ールをしてもらいたい。

まちづくりは人づくりから

　　能登半島

地震を踏まえ、

被災地に対す

る支援や今後

の災害に強い

まちづくりに

対する市長の

思いを聞きたい。

　　被災地への職員派遣や義

援金、市営住宅の無償提供等

の支援を続けていきたい。ま

た、今後も、ハード、ソフト

の両面から効果的・効率的な

対策を実施し、災害に強いま

ちづくりの実現に取り組む。

　　災害対応における本市の

デジタルトランスフォーメー

ション化（ＤＸ化）の現状に

ついて聞きたい。

　　気象庁からの気象データ

等を一元管理する防災情報集

約システムを整備するととも

に、被災者の生活再建に迅速

に対応する被災者支援システ

ムの導入など、防災体制の充

実を図っている。

　　イノベーション創出拠点

ａｕｒｅａ内に設置する、経

営の効率化や技術開発、ＤＸ

対応など中小企業が抱える課

題に対しての相談や支援を行

うワンストップ産業支援窓口

の取組について聞きたい。

　　市と有明高専で配置をし

ている産学連携コーディネー

ターを継続し、新たに産業支

　　目指す都市像に対する市

長の思いを聞きたい。

　　人づくりをまちづくりの

基本とし、これまで培ってき

た様々な基盤や経験を生かし、

新しい価値を創造していくこ

とで、新たなまちの魅力や付

加価値をまち全体で生み出す

ことにより、持続的に発展す

るまちの姿を表現し、市民の

皆様とともに、その実現に向

けて取り組みたい。

　さらに、県を越えた、より

広域的な自治体間の連携を積

極的に働きかけ、有明海沿岸

地域全体の発展を先導してい

くような都市を目指していき

たいと考えている。

　　高校生等による青春祭の

開催は、大牟田市の人づくり

の観点からも継続すべき事業

だと考えるが、次年度以降の

取組について、市長の考えを

聞きたい。

　　来年度以降は、高校生ま

ちづくり部活推進事業として

参加するメンバーの意見も聞

きながら、学校の枠を超えた

活躍を支援していきたい。

援コーディネーター及びＤＸ

アドバイザーを配置すること

により、官民による支援体制

を構築し、市内中小企業への

支援を強化していきたい。

　　国は令和４年に児童福祉

法を改正し、児童虐待の相談

件数の増加など、子育ての厳

しい状況に対応するため、相

談支援体制の強化を図ること

とした。こども家庭センター

の設置について聞きたい。

　　子ども未来室をこども家

庭センターと位置づけ、母子

福祉と児童福祉の一体的な相

談支援をコーディネートする

統括支援員を新たに配置し、

体制強化を図っている。

　　　　こども家庭センター

は、らふるの１階にあること

の周知をお願いしたい。

　　コロナ禍による献血会場

等の減少で、職域献血等はま

だ以前の状態に戻っていない。

また、若い世代の献血の減少

も懸念されているが、献血事

業の現状について聞きたい。

　　全体としては、コロナ禍

前に戻りつつあるが、安定供

給のために幅広い世代に理解

啓発を図っていきたい。
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市営住宅の適正な管理と
良好なコミュニティーの

形成を

介護行政手続きに対する
オンライン化の推進を公明党議員団

大野 哲也　議員

こども家庭センター（らふる１階）

目指す都市像
～人づくり～

自由民主党市議団


